岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報  第34号 by 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター,
埋蔵文化財調査研究
野 亡セ ンタ 報ー
























































































r LijjgR l半帥 代の柵 こな出 金Et的I諾 EW 廿加しけ .岬 ､ii(El場 所)LiC書からFRられた
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雅を京に訴えたという紀緑がのこされています｡国司の雄蝶PJ!_難が鵬旧任に乱炎をはたらいていたようです｡その訴えの▲q■)_L'
柄杓にi"Lかな刺陸lであったことがうかがえます｡
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難破してしまい､その掛 こ服に船と米を盗られてしまいました｡この即tlを曹凍自身が倹非追使(当時の番察 鈍判柵をも
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田 は､鰍鳩 し姐てられているために典体的な形を確認することはl朝雄ですが･釧 帥他 励供はIb代に比べるとや
や小形で.概の並びも不搬flrJな傾向があり､if弼なiLt物の印毅があります｡-IJ)で､瓦が氏 と々El土していることから､一
部を瓦itさにしたiJ!物があったことも虹われますO瓦坪き
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